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研究部だより





秋風が心地よい今日このごろ・・・１０月は一年の折り返し点。


８月の全体会、支部の教頭・事務員合同研を経て、各学校・支部での取り組むべき課題が見えてきたのではないでしょうか。


大きく深呼吸して、気持ちのよい後期のスタートをきり、実り多いものにしていきましょう。





平成２２年　１０月


事務職員会　研究部





自分　再発見


・自分には影響を受けた先輩がいたが、今の自分はそういう事務職員になっているだろうか。


・民間で培ってきたものを大切にしたい。


・モチベーションがマイナスの時は異動の時








仲間　再発見


・落ち込んだ時に助けてくれた。


・周りの人に助けられた。


・班別研修では、みんなで一つのことを研修したよね。


・以前に比べると、あらためていろいろなことが整備されてきたなと感じる。


・誰でも壁にぶつかって乗り越えてきたんだ。


・先輩方から常にノウハウを盗んでいくことが大事。








こんな話もっと聞きたい


・なりたい自分に近づくために、以前から向上心をもって取り組んできた話


・かつてのいろいろな苦労話を聞くと、まだまだ知らないことがたくさんあるなぁ。


・歴史を知っていると、仕事に対する気持ちが変わるような気がする。


・失敗から学んだことも、もっと伝えていければよかったなぁ。








１２月の全体会では、








課題


・世代交代の時、今後の事務職員会はどうなるの？





１０月の支部での語り合いについて


　


１０月もさらに語り合いを広げていきましょう。


過去の仲間との関わり、組織の取り組みで改善したこと、学校事務に対する思いなどを、


語り合いましょう。








　　　　　　８・９月の支部での語り合いより





　いろいろ振り返るいい機会となり、お互い語り合うことで新しい人脈（縦・横のつながり）ができました。








執行計画の見直しや来年度改善に向けた取り組みだけでなく、この機会に、事務職員以外の人に、学校財務について情報発信してみましょう。








こんな自分になりたい


・人間力をつけていきたい。


・たくさんの人とコミュニケーションをとりたい。


・仕事もプライベートも目標をもつことが大事だと思う。


・判断を求められた時に正しい判断がで


きるようになりたい。


・先生方と教育について語れるように


なりたい。








８月全体会・・・自分史（個がメイン）を語り合う。


　　　　　　　　　　　　自分を振り返り、これからどうなりたいか。








１０月の語り合い・・・「仲間・学校事務」


　　　　　　　　　　一人一人の思いや意見を語り合うことで自分の将来の目標や


未来の学校事務につなげていこう。








「子どもの生きる力をはぐくむ学校教育環境を求めて」


　


本年度も１１月第１週（１１月１日～１１月７日）を「学校財務ウィーク」とし、各学校や地域の状況に応じた積極的な取り組みをしていきましょう。


　○オープンスクールの機会に学校財務のブースを設置


　○子どもたちにアンケートをとってみる


　○今年購入した教材備品の活用方法の研修会


○子どもたちに電気・水道料について説明する　


　　　など、できることから取り組んでみましょう。








中部地区研究集会　１０月２２日（金）１３：３０～　会場　あざれあ　　　


中部地区研究集会は、志太・榛原・小笠・静岡の４地域で深めた研究実践を中部地区の事務職員全員が共有する場です。また、本年度は静岡市が運営を担当します。


　自分の地域にはない発想や取り組みを吸収したり、改めて自分の地域の実践を振り返る中で、コスモスプランを意識してみましょう。次のステップへつなげるためにも大変貴重な機会です。意欲をもって参加しましょう。








学校財務ウィーク２０１０








